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Circularly polarized organic light-emitting diodes (CP-OLEDs) were prepared using achiral 

phthalocyanine and porphyrin luminophores. By applying an external magnetic field and 
voltage to these CP-OLEDs, magnetic circularly polarized electroluminescence (MCPEL) 
from these CP-OLEDs was successfully extracted.  
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円偏光発光(Circularly polarized luminescence: CPL)は、基本的に、キラルな発
光体から取り出すことができるが、外部磁場を印加することによっても、円偏
光発光を生じさせることが可能である。これを磁気円偏光発光(Magnetic 
circularly polarized luminescence: MCPL)という。MCPL の大きな特徴は、外部
磁場という物理的刺激を用いるため、 発光体にキラリティーが無くても CPL 
を生み出すことができきる点である 

当研究室では、有機 EL ディスプレイ用の燐光材料として利用可能なイリジ
ウム錯体、白金錯体、TADF発光体に注目し、外部磁場を印加することで、RGBY
のマルチカラーMCPL の発現に成功している。1) 
本研究では、Platinum octaethylporphyrin (Pt-

OEP)を発光層に組み込み込んだ磁気円偏光
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド (MCP-OLED) と 、
Magnesium phthalocyanine(Pc-Mg) を発光層
に組み込み込んだ MCP-OLED を作成した。
続いて、電圧と外部磁場を印加することで、
それらデバイスの磁気円偏光電界発光
(MCPEL)特性について検討した。Pt-OEP を発
光層に含む MCP-OLED からは、|gMCPEL|10-3 オーダーで、赤色の MCPEL を取
り出すことに成功した。さらに、Pc-Mg を発光層に含む MCP-OLED からは、
|gMCPEL|10-3 オーダーで、近赤外の MCPEL を取り出すことに成功した。 
以上、Pt-OEP および Pc-Mg を発光層に組み込んだ MCP-OLED の開発に成

功した。 
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